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　今年で 12 回目となったベイタウンニュース恒例の年男・年女の撮影。干支を一巡し、来
年からは 2 回目の参加となる人も出てくる。
　今年の年男・年女撮影は、小学５、６年生が大勢参加してくれて、40 人近くの大盛況と
なった。親子での参加がふた組もいたが、今年は残念ながら大人の女性の参加者がいなかっ
た。

■ 年男・年女インタビュー

池田さん（公園西の街在住）
昨年は奥様が参加された。夫婦共通の趣味はカメラと千葉ロッテマリーンズの応援。

「バレンタイン監督がいなくなって寂しい。でも必ず戻って来てくれると信じています」

實川風・實川飛鳥ジョイント・リサイタル
（ピアノ）のお知らせ
　ベイタウン・コア音学文化振興基金では
来る 2/14（日）、實川風・實川飛鳥ジョ
イント・リサイタルを開催します。實川風

（かおる）氏は千葉県旭市出身で現在 20
歳。東京芸大 2 年に在学中。2007 年の
ショパン国際コンクール in Asia で優勝す
るなど輝かしい受賞歴をもつ大型の新人。
今回は妹で東京芸大付属高校在学中の飛鳥

（あすか）さんとのジョイント・リサイタ
ルとなる。
　このリサイタルによる収益は、ベイタウ
ン・コアとファツィオリ（ピアノ）の維持
管理のために全額寄付されます。ベイタウ
ン市民の共有財産であるコアとホールの維
持管理のためにご協力ください。
實川風・實川飛鳥ジョイント・リサイタル
日時：2 月 14 日（日）2:00 開演
場所：ベイタウン・コア音楽ホール
チケット：一般 2,000 円、中学生以下
1,000 円、親子ペア・チケット 2,500 円
チケット販売：きらら（CPW）、ジャイネ
パール（5 番街）、ギャラリーキキ（17 番街）
予約とお問い合せ：
大垣（TEL 276-3878）、松村（211-6853）
プログラム：
ショパン /3 つのマズルカ Op50、ソナタ
第 2 番、スケルツォ第 2 番、ラフマニノ
フ / コレルリの主題による変奏曲、ほか。

大鹿糠（おおかぬか）さん（写真上）
海浜打瀬小学校に通う息子と参加。公園東の
街在住の仲のよい親子。

松尾君（写真下左）と渡辺君
今年の一番乗り。美浜打瀬小学校に通う 1
月生まれの 6 年生。
6 年間も続けている空手（緑帯）も、スイミ
ング教室も、クラスも一緒の仲よし。

年男・年女記念撮影　今年は寅年　2010



　ベイタウンのクリスマスライトアップは
1997 年の 12 月からはじまった。各番街で
楽しんでいたライトアップを街全体の行事に
し、住民が協力して自分の番街を飾ることで、
ふれあいのきっかけにと当時の自治会連合会
が企画した。ディベロッパーや企業庁も協力
し、番街対抗のライトアップコンテストも行
われた。
　あれから 12 年。番街のイルミネーション
は変らないが、支える住民のパワーはどうだ
ろう。毎年の飾り付けがマンネリ化し、自治
会の重荷になったりしてはいないだろうか。
　そんなことを考えていた 12 月のある日、
入居 3 年を迎えた幕張ビーチテラス（通称
ビーチテラス）から、クリスマスの飾り付け
をしたので取材して欲しい、という依頼があ
った。入居３年と言えば住民が親密になりコ
ミュニティの意識が高くなる頃だ。かつてベ
イタウンが持っていたパワーをもう一度見ら
れるかもしれないと電飾の灯りがともる頃に
出かけた。
　迎えてくれたのはライトアップを中心にな
って企画した坂本さん。坂本さんは男性中心
管理組合の中、ただ一人女性役員だ。しかし
入居後３年では管理組合の仕事はもっぱら建
物本体のハードウェア管理が中心。マンショ
ンのコミュニティを育てるというソフトの部
分には時間が取れない。3 年目になった今年、
本格的にこの部分に取り組むことになった。
　坂本さんの動きを後押ししたのは管理組合

理事長になった中村さん。これからは住民相
互の結びつきを強くするような企画をと考え
ていた中村さんが、クリスマスイルミネーシ
ョンを住民総出でやろうというイベントが実
現した。
　ライトアップの飾り付け役をホームページ
で募集したところ、女性を中心に 38 人の住
民が申し出てくれた。２カ所あるエントラン
スには特大のツリーを置き、ラウンジには子
どもたちのためのツリーを飾った。
　そしてイベント最大の作品は海浜幕張公園
に面した「廊下」に作られたオブジェだ。ビ
ーチテラスはいくつかの棟からできている
が、それらの棟を建物内でつなぐ廊下（コリ
ドー）が多くある。中でも公園に面した廊下
は長さが 50m ほどもあり、建物の外からも
ガラス越しに見られるよう
になっている。「アートコリ
ドー」と名付けられたこの
廊下部分には絵画などの展
示物を吊るすための設備も
備えられ、ちょっとしたギ
ャラリーのような空間にな
っている。ここに何かクリ
スマスに関係するような絵
やオブジェなどを制作して
飾れないだろうか。
　願いに応えたのは同じく
ビーチテラスにお住まい小
川さん。かつては店舗を飾

る仕事などを専門にしていたことがありうっ
てつけの人材だった。早速彼女を中心にアー
トコリドーを飾るチームが結成され、ストー
リー性を持ったパネル状のオブジェ 6 枚と
オーナメントが完成しアートコリドーに展示
された。これでやっとビーチテラス自慢のア
ートコリドーがその機能を発揮できる。
　ライトアップのための電飾や特大のツリ
ー、アートコリドーの装飾など今回のイベン
トには総額で30万円を超す金額がかかった。
これらの経費は管理組合から出された予算の
他に、住民全員が参加意識を持つことができ
ると考えホームページを通じてカンパを集め
た。総予算の約半分は募金でまかなうことが
できたという。
　今は恒例行事となり、そろそろマンネリと
の指摘もあるベイタウンのクリスマスライト
アップ。新しい番街ができ、コミュニティが
育つと彩りが増えていく。【松村】

ビーチテラスのクリスマスライトアップ



内容はコアアトリウムに展示します
時間：9:30 〜 11:30
場所：ベイタウン・コア　工芸室
持ってくるもの：ハサミ、セロテープ、ビニールテープ（ある人）
参加費：50 円（保険料）

1 月 23日（土）寺子屋工作ランド

　「収穫したての少し硬い果物は、自然の光や温度によって熟して
柔らかくなるとともに美味が増します。お酒も果物と同じで、お酒
のおかれた状態により少しずつ熟成し、香り・味ともに変化します。
お酒は光と温度が大変苦手なので、貯蔵時は低温・冷暗所にて一定
期間静かに熟成させ、香りや旨みが増してから出荷します。大切な
のは、お酒が生まれてからお客様の手元に届くまでの間の製造者・
取り扱い業者の管理です。」　　

（滋賀県池本酒造の説明文から）

　日本では 1990 年代初めをピークに酒量が減り続け、時代の移り
変わりとともにお酒は弱いものが好まれ「食中酒」が主流になって
きている。そんな中、12 年前の 1997 年に今どき珍しい「酒屋さん」
がベイタウンに新規開店した。
　今回ご紹介するその店は 17 番街の「LIQUOR SHOP パニエ」だ。
日本酒サービス研究会・酒匠研究会連合会（SSI）の認定「利き酒
師（ききざけし）」であるご主人の梅原恵秀さんは「工業製品のよ
うに、一年中いつでも買えて、いつ飲んでもまったく同じ味のお酒
はあまり売りたくない」という。自分が売っている商品については
きちんと説明できるべきだと考え、そのうえでお客様の好みに合っ
たお酒をお勧めして売るのが自分の商売だと自認している。「お酒
やたばこは嗜好品。年齢を重ねるとともに変わっていくお客様の味
の好みに付き合っていくのが酒屋の姿です」という説明には「なる
ほど！」と唸らせるものがあった。
　この店の難点は、一人でお店を切り盛りしているため、配達に行
っている間は、営業時間中でも店が閉まっていることと、21 時ま
での営業のはずなのに看板に明かりが入らないので営業しているか
どうか良くわからないことである。
　「お勧めの商品を！」というリクエストに対し、「自分は酒屋のく
せにお酒が弱いので、アルコール度数のあまり高くない醸造酒であ
る日本酒とワインならば……」と少し照れながら 3 時間近くに渡
って説明してくれた。
　教えてもらった内容を全部伝えることはできないので、勧めてく
れた日本酒から簡単に説明すると、写真左の山形県出羽桜酒造の「枯
山水」は 3 年熟成の大古酒、もうひとつは秋田県山本合名会社の「純
米白瀑（しらたき）」どちらも飲み応えある深い味わい。蛍光灯の
光を抑えた定温の冷蔵庫で大切に保管されている。
　一方ワインはお勧めを決めるのに難航した。記者の不勉強のせい
だが、「好みを言ってください」と言われ、フランスの赤ワインで
ボルドー地方のメドック地区のものとまでは言えたが、まだ少し情
報が足りないと言う。ボルドー地方の代表的な赤ワイン用のぶどう
の品種 3 種類の中の１つを言えば良かったのだが、何せ違いが良
く分からないので決められない。
　それでも何とか店の奥の 80％の加湿と、摂氏 14 度で管理され
ているワインセラーから 3 品を選んでくれた。いずれもボルドー
地方のぶどうの出来が良かった 2000 年産。結局、私はラベルが一
番気にいった「サン・テミリオン」を選
んだ。
　スーパーやコンビニでもお酒は簡単に
買えるが、お酒に関心のある方は「パニエ」
を訪れて酒屋さんならではの雰囲気を味
わってみてはいかがだろうか。たくさん
の種類を目でも楽しみ、後は梅原さんに
自分の好みに合った美味しいお酒を勧め
てもらうのが一番賢い買い方だと思う。
ただし、酒屋さんに勧められたお酒だか
ら間違いないと思いながら、ついつい飲
み過ぎてしまった記者の二の舞にはなら
ないように……。　【金】

記者が選ぶベイタウンの逸品 Vol.3

もちつき会のお知らせ

パニエ
リカーショップ（酒屋）
場所：パティオス 17 番街
営業： 11：00 〜 21：00
定休日：毎週火曜
電話：043-299-3988

　恒例の青少年育成委員会・青少年相談員主催もちつき会を今年も
開きます。皆さまの参加をお待ちしております。
日時：平成２2 年 1 月 10 日（日）9：00 ～先着順受付開始
	 ※ 雨天の場合は 11 日（月・祝）に順延
場所：ベイタウン・コア 中庭、体験参加費：100 円
内容：もちつきを体験し、ついたお餅を戴きます（１人 2 個）
9 時より受付を開始し、チケットを販売します。10 時開始、30 分
おきに 8 回実施します。
※小学校 3 年生以下は保護者同伴にてご参加ください。
※先着 720 名での実施になります。【問い合わせ先】青少年育成委
員会　谷野理津子　276-7306

1 月の常設おはなし会
時間：10:30 〜
場所：ベイタウン・コア　講習室（途中入場もできます）
今月もわくわくするおはなし、ゲームを用意してお待ちしています。
年齢制限はありません、絵本の好きな大人も子どももぜひ来てね！
予約は不要です。**　読み手も募集中、見学歓迎　**
連絡先：　井上　（211-0188　wak2@yahoogroups.jp）

1 月 16日（土）わくわくおはなし会　1月の常設おはなし会

第 80 回ファツィオリの会
時間：9:30 〜 11:30
場所：ベイタウン・コア　音楽ホール
日曜のひととき　素敵な音楽を共有しませんか？
フルコンサートピアノ『ファツオリ』でのピアノ演奏や　また他の
楽器でもご利用いただけます。
申し込みはいっぱいになり次第　締め切らせていただきます。
最新のプログラム内容は
http://www.baytown.ne.jp/core/ をご覧ください
申込締切：1 月 17 日（日）
連絡先：Tel, Fax：211-0675（小野寺）

1 月 24日（日）ファツィオリの会




